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選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①：高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 
 公開講座の企画・運営は，教務主事を委員長とする公開講座委員会で行うこととしている（資料Ｂ

－１－①－１）。年度当初に各学科等から提出された計画を公開講座委員会で審議し，当該年度計画の

大筋を決めている。公開講座の対象は小学生から一般人まで幅広く，実施時期は夏季休業中に集中し

ている。内容は，地域との交流を主眼においたテーマと本校の特徴を活かしたテーマをバランスよく

開催できるように努力している。 
 過去３年間に開催した講座数は，平成 17年度 10講座，平成 16年度６講座，平成 15年度５講座で
ある。 
地域との交流を主眼においたテーマは，テニス教室，ゴルフ教室，水泳教室，健康講座，絵画教室

等で，本校の特徴を活かしたテーマとしては，洋上講座，コンピュータ教室，電子工作，ロボット作

成等がある。特に，洋上講座は，練習船｢弓削丸｣，本校教員の講演及び史跡の見学を盛り込んだ人気

が高い講座で，平成 18年度で 18回目を数える。健康講座やコンピュータ教室は上島町との連携を図
り，受講者の確保とサービスの充実に努めている。また，本校は「海の記念日」の意義を地域住民に

広く知ってもらうために，練習船「弓削丸」を活用した「一日船長」等の教育サービスも実施してい

る（資料Ｂ－１－①－２）。 
 参加者の募集に関しては，各テーマごとの案内資料の作成・配布（資料Ｂ－１－①－３），ホームペ

ージへの掲載（資料Ｂ－１－①－４），上島町との話し合い等を行い，周知に努めている。また，平成

17年度より，愛媛県教育委員会生涯学習課が行う「学び舎えひめ悠々大学運営事業」に協力・実施機
関として登録している（資料Ｂ－１－①－５）。平成 18年度からは，今治市海事都市構想の一環で実
施される「海洋に関する市民講座（仮）」への講師の派遣を行うことになっている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 本校では，公開講座の企画・運営を公開講座企画委員会で行うことで，組織的かつ計画的に実施し

ている。内容は，「弓削丸」を多用する等の本校の特色を活かしたテーマと地域との交流を目的にした

テーマをバランスよく配置している。また，受講対象者も小学生から一般人まで幅広く募っている。 
以上のことから，高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生以

外に対する教育サービスが計画的に実施されているといえる。 
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資料Ｂ－１－①－１ 
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資料Ｂ－１－①－２ 
 

出典：庶務課 

出典：弓削商船高等専門学校規則
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資料Ｂ－１－①－２ 
 

 

出典：海の日記念事業実施要項 
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資料Ｂ－１－①－２ 

 

出典：「一日船長」案内（表） 
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資料Ｂ－１－①－２ 

出典：「一日船長」案内（裏） 
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資料Ｂ－１－①－３ 

出典：公開講座募集要項 
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資料Ｂ－１－①－４ 

 

出典：本校ホームページ 
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資料Ｂ－１－①－５ 

出典：庶務課 
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観点Ｂ－１－②：サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。 

また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 
 本校は，公開講座等の実施に当たって，ほとんどの講座でアンケートを行い，活動の成果を調査し

ている。過去３年間に開催した参加者数は，平成 17年度 132名，平成 16年度 88名，平成 15年度
67名である。平成 17年度に実施された公開講座及びアンケート結果は以下の通りである（資料Ｂ－
１－②－１）。 
○公開講座名と参加者数 
ヨット教室：参加者数 ６名 
小学生テニス教室：参加者数 19名 
子供絵画教室：参加者数 ９名 
ロボット製作教室：参加者数 10名 
コンピュータを使って楽しもう：参加者数 14名 
第１８回弓削丸洋上講座：参加者数 27名 
ものづくり教室：参加者数 ２名 
中高年の健康教育講座：参加者数 11名 
パソコン教室：参加者数 27名 
ゼロから始めるインターネット・ＰＲホームページ開設講座：参加者数 ７名 

○その他の公開講座 
一日船長（高松港周辺，丸亀港周辺）：参加者数 93名 

○アンケート結果 
 全体の意見として，全ての講座で「満足した」「良かった」「次回も参加したい」等の開講に対して

肯定的な結果となった（資料Ｂ－１－②－２）。 
 改善のためのシステムとしては，講座終了後に公開講座実施報告書を公開講座企画委員会に提出し，

より良い公開講座を実施するための改善を行っている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 本校の公開講座は，少子化が進む島嶼部の環境で講義内容の精選，練習船「弓削丸」の活用，出張

講座，上島町との連携等により，参加者の確保に努めている。都市部に隣接した高専と比較すると参

加者数にやや不満が残るが，概ね良好に実施されている。また，事後のアンケート結果から，参加者

は満足している状況である。 
 以上のことから，サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっており，改

善のためのシステムも機能しているといえる。 
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資料Ｂ－１－②－１ 
 

出典：公開講座に関するアンケート票 
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資料Ｂ－１－②－２ 
 

 
（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 
 本校の公開講座は，練習船「弓削丸」を随所に活用するなどして，海洋に関する教育サービスを展

開していることは優れているといえる。これに加えて，工業系２学科は「ものづくり」や「コンピュ

ータ」をテーマに幅広い公開講座を実施しようとしている。また，講座内容も「地域との交流を主眼

においたテーマ」と「本校の特徴を活かしたテーマ」の２つテーマを念頭において，公開講座が学校

ＰＲや単なる遊びの場にならないように配慮している。 
（改善を要する点） 
該当なし 

 
（３）選択的評価基準の自己評価の概要 

 本校では，正規課程の学生以外に対する教育サービスが実施できるように，公開講座企画委員会を

設置して，組織的かつ計画的に実施している。内容は，「弓削丸」を多用する等の「本校の特色を活か

したテーマ」と「地域との交流を目的にしたテーマ」をバランスよく配置している。また，受講対象

者も小学生から一般人まで幅広く募っていて，事後のアンケート結果から，参加者は満足している状

況である。さらに，少子化が進む島嶼部の環境下での参加者確保については，講義内容の精選，練習

船「弓削丸」の活用，出張講座，上島町との連携を図る等して努力している。 
以上のことから，正規課程の学生以外に対する教育サービスは，活動の成果が十分に上がっている

と言える。 
 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が優れている。 
 

出典：庶務課 


